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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アウターパネルとインナパネルを備えたフロントドアに対応する前席乗員用開口と、ア
ウターパネルとインナパネルを備えたリアドアに対応する後席乗員用開口とが、これらフ
ロントドアとリアドアを開いたときに、仕切の無い一つの開口部を形成する車両のドア構
造であって、
　前記フロントドアの後端部又は前記リアドアの前端部のアウタパネルとインナパネルと
で囲まれた内部空間にパイプ部材及び縦レインフォースメントが配設され、
　前記パイプ部材はベルトラインを挟んで上下に延び、
　前記縦レインフォースメントは、前記パイプ部材に隣接して且つ該パイプ部材に連結し
て配置され、また、上下方向に延びてその上端及び下端が側面視で車体側部材とオーバー
ラップし、
　前記車体側部材には、該車体側部材と縦レインフォースメントの上端部とがオーバーラ
ップする部位にストライカが配設され、
　前記縦レインフォースメントにおける前記パイプ部材よりも上方位置に、前記ストライ
カと係合してドアを閉状態に保持するためのドアロック部材が設けられていることを特徴
とする車両のドア構造。
【請求項２】
　車室側に膨出し且つ車外側に開放した断面略半円形の縦溝を備えた第１ブラケットを介
して前記パイプ部材が車室側から車外側に向けて略半周抱きかかえた状態で前記縦レイン
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フォースメントに隣接配置され、前記第１ブラケットに前記ドアロック部材が取り付けら
れている、請求項１に記載の車両のドア構造。
【請求項３】
　アウターパネルとインナパネルを備えたフロントドアに対応する前席乗員用開口と、ア
ウターパネルとインナパネルを備えたリアドアに対応する後席乗員用開口とが、これらフ
ロントドアとリアドアを開いたときに、仕切の無い一つの開口部を形成する車両のドア構
造であって、
　前記フロントドアの後端部又は前記リアドアの前端部のアウタパネルとインナパネルと
で囲まれた内部空間にパイプ部材及び縦レインフォースメントが配設され、
　前記パイプ部材はベルトラインを挟んで上下に延び、
　前記縦レインフォースメントは、前記パイプ部材に隣接して且つ該パイプ部材に連結し
て配置され、また、上下方向に延びてその上端及び下端が側面視で車体側部材とオーバー
ラップし、
　前記車体側部材には、該車体側部材と縦レインフォースメントの上端部とがオーバーラ
ップする部位にストライカが配設され、
　前記縦レインフォースメントにおける前記パイプ部材よりも上方位置に、前記ストライ
カと係合してドアを閉状態に保持するためのドアロック部材が設けられ、
　前記縦レインフォースメントには、その上端部に、車室側に膨出し且つ車外側に開放し
た断面略半円形の縦溝を備えた第１ブラケットを介して前記パイプ部材が車室側から車外
側に向けて略半周抱きかかえた状態で隣接配置されると共に前記第１ブラケットに前記ド
アロック部品が取り付けられており、
　該ドアロック部材は、平面視したときに前記第１ブラケットと前記縦レインフォースメ
ントとの間に形成される空間に配設され、
　更に、
　前記第１ブラケットと前記縦レインフォースメントとに連結された第２ブラケットであ
って、前記第１ブラケットと前記縦レインフォースメントとの間に亘って延びる第２ブラ
ケットを介して前記ドアロック部材が前記縦レインフォースメントに取り付けられている
ことを特徴とする車両のドア構造。
【請求項４】
　フロントドアに対応する前席乗員用開口と、リアドアに対応する後席乗員用開口とが、
これらフロントドアとリアドアを開いたときに、仕切の無い一つの開口部を形成する車両
のドア構造であって、
　前記フロントドアの後端部及び／又は前記リアドアの前端部に、上下方向に延びる板部
材からなる縦レインフォースメントと、
　該縦レインフォースメントに隣接して配設され、前記フロントドア及び前記リアドアの
窓枠の下端縁で規定されるベルトラインを挟んで上下に延びるパイプ部材とを有し、
　前記縦レインフォースメントがアルミニウム材から作られ、また、前記パイプ部材が鉄
系材から作られており、該パイプ部材が前記縦レインフォースメントに対して、これらパ
イプ部材と縦レインフォースメントの熱膨張差による相対変位を吸収することのできる締
結具を用いて互いに締結されていることを特徴とする車両のドア構造。
【請求項５】
　前記フロントドア又は前記リアドアに、横方向に延びる横補強部材を更に有し、該横補
強部材の一端が前記縦レインフォースメントに連結されている、請求項１、３又は４のい
ずれか一項に記載の車両のドア構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、センターピラーの無い車体、典型的には、フロントドアとリアドアとを観
音開きにした車体の側部に加わる衝撃に対する車体側部の強度を確保するようにした車両
のドア構造に関する。



(3) JP 4251177 B2 2009.4.8

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　典型的にはフロントドアとリアドアとが観音開きする車両のように、フロントドアに対
応する開口部とリアドアに対応する開口部とが、これらフロントドアとリアドアとを開放
したときに一つの開口部を形成する車両にあっては、センターピラーを配置させることが
できないため、車体開口部の剛性、ドア本体の強度・剛性の向上が要求される。そして、
ドア本体の強度・剛性向上の対策としては、一般的に、特許文献１に見られるように、車
体前後方向に延びるインパクトバーをドア内部に配置することにより、車体側部に加わる
衝撃に対する車体側部の強度を確保することが既に提案されている。
【０００３】
　また、センターピラーレスの車両では、シートベルトリトラクタのような機能部品の取
付剛性を確保するのが難しいため、特許文献２に見られるように、リアドアの前端の上下
にアッパドアロックとロアドアロックとを設けると共に、アッパドアロックをリアドアに
取り付けるためのアッパドアロック取付用ブラケットにフロントシート用のシートベルト
のショルダアンカを取り付け、また、ロアドアロックをリアドアに取り付けるためのロア
ドアロック取付用ブラケットにフロントシート用のシートベルトのラップアウタアンカと
シートベルトリトラクタとを取り付けることが既に提案されている。
【特許文献１】特開平１０－２５０３７０号公報
【特許文献２】特開２００１－１３８８６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、センターピラーの無い車体の車体側部の強度を確保しつつ、シートベ
ルトリトラクタのような機能部品の取り付けのための補強部材を増設する必要のない車両
のドア構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる技術的課題は、本発明によれば、
　アウターパネルとインナパネルを備えたフロントドアに対応する前席乗員用開口と、ア
ウターパネルとインナパネルを備えたリアドアに対応する後席乗員用開口とが、これらフ
ロントドアとリアドアを開いたときに、仕切の無い一つの開口部を形成する車両のドア構
造であって、
　前記フロントドアの後端部又は前記リアドアの前端部のアウタパネルとインナパネルと
で囲まれた内部空間にパイプ部材及び縦レインフォースメントが配設され、
　前記パイプ部材はベルトラインを挟んで上下に延び、
　前記縦レインフォースメントは、前記パイプ部材に隣接して且つ該パイプ部材に連結し
て配置され、また、上下方向に延びてその上端及び下端が側面視で車体側部材とオーバー
ラップし、
　前記車体側部材には、該車体側部材と縦レインフォースメントの上端部とがオーバーラ
ップする部位にストライカが配設され、
　前記縦レインフォースメントにおける前記パイプ部材よりも上方位置に、前記ストライ
カと係合してドアを閉状態に保持するためのドアロック部材が設けられていることを特徴
とする車両のドア構造を提供することにより達成される。
【０００６】
　好ましい実施の形態では、前記フロントドアの後端部及び／又は前記リアドアの前端部
に設けた縦レインフォースメント及びこれに隣接配置され且つ車室側から車外側に向けて
略半周抱きかかられた状態のパイプ部材とで車体側部の強度を確保できる。
【０００７】
　本発明の好ましい実施の形態では、上記機能部品はドアロック部材であってもよい。好
ましくは、車室側に膨出し且つ車外側に開放した断面略半円形の縦溝を備えた第１ブラケ
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ットを介して前記パイプ部材が車室側から車外側に向けて略半周抱きかかえた状態で前記
レインフォースメントに隣接配置され、前記ドアロック部材が、平面視したときに前記第
１ブラケットと前記縦レインフォースメントとの間に形成される空間に配設され、該ドア
ロック部材は、前記第１ブラケットと前記縦レインフォースメントとに連結され且つ前記
第１ブラケットと前記縦レインフォースメントとの間に亘って延びる第２ブラケットを介
して前記縦レインフォースメントに取り付けられるのがよい。
【０００８】
　また、車体側部の強度を確保するのに、フロントドア及び／又はリアドアに、前記縦レ
インフォースメントの車外側に車体前後方向に延びる横インパクトバーを配設するのが望
ましい。
【０００９】
　本発明の上記目的及び他の目的、その作用効果は、以下の本発明の実施例の説明から明
らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下に、添付の図面に基づいて本発明の好ましい実施例を説明する。
【００１１】
　図１は、本発明を適用した車両の一部側面図である。この車両１は、フロントドア２と
リアドア３とで構成される、いわゆる観音開きのサイドドアを有する。すなわち、フロン
トドア２は、その前端に配置されたドアヒンジ（図示せず）を含み、また、リアドア３は
、その後端に配置されたドアヒンジ（図示せず）を含む。これにより、当業者であれば理
解できるように、フロントドア２は、その前端を中心にして開閉動作し、また、リアドア
３は、その後端を中心にして開閉動作し、フロントドア２とリアドア３とを開いた状態で
は、車両１の側部に車室の内外に連通する仕切のない開口が形成される。換言すれば、車
両１は、センタピラーレスの車体であり、フロントドア２に対応する前席乗員用開口とリ
アドア３に対応する後席乗員用開口とが、これらフロントドア２とリアドア３とを開放し
たときに、仕切の無い一つの開口部を形成する。
【００１２】
　図２は、リアドア３のアウターパネルを取り外して内部を露出した概略図である。同図
から理解できるように、リアドア３は、その前端部分に、共に車体上下方向に延びるイン
パクトバー部材Ａ及び縦レインフォースメント６を有し、この縦レインフォースメント６
の外側面には、前後方向に延びる横インパクトバー７が取り付けられている。インパクト
バー部材Ａは、好ましくは、垂直方向に延びるのがよい。図２の参照符号８は、リアドア
３の後端に配置されたドアヒンジ用取付座を示す。
【００１３】
　図３は、図１のIII－III線に沿った断面図であり、図４は、インパクトバー部材Ａを構
成するインパクトバー本体５と、その上端及び下端に取り付けられるブラケットの分解斜
視図である。これらの図面において、リアドア３は、従来と同様に、アウターパネル１０
とインナーパネル１１とを含む。
【００１４】
　アウターパネル１０とインナーパネル１１とで挟まれた内部空間には、リアドア３の前
端部分に、アウターパネル１０側から順に、縦レインフォースメント６、インパクトバー
本体５が配置され、インパクトバー本体５は、上端ブラケット１２と下端ブラケット１３
とセンターブラケット１４とを介して、レインフォースメント６に固定されている。
【００１５】
　インパクトバー本体５は高張力鋼からなるパイプ材から作られ、ブラケット１２～１４
は鉄系金属から作られている。他方、アウターパネル１０、インナーパネル１１及び縦レ
インフォースメント６はアルミニウム材材から作られている。
【００１６】
　上端ブラケット１２は、アウターパネル１０側に位置する外側ブラケット要素１６と、
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インナーパネル１１側に位置する内側ブラケット要素１５との２つの部材で構成され、こ
れらの要素１５、１６はリベットＲ及びボルトナットの組み合わせ（以下、ボルトナット
の組み合わせを単に「ボルトＢ」という）によって相互に固定される。リベットＲはアル
ミニウム材製であるのが好ましく、このアルミニウム材製リベットＲを用いて、上端ブラ
ケット１２が縦レインフォースメント６に締結されている（図３）。
【００１７】
　上端ブラケット１２は、上下方向に延びる形状を有し、内側ブラケット要素１５の上方
部分には、ドアロック要素であるアッパラッチ１８（図３）をボルトＢを使って固定する
ための取付座２０が形成されている（図３、図４、図６）。このアッパラッチ１８は、リ
アドア３を閉じたときに、車体側部材であるルーフサイドレール２２にボトル止めされた
アッパストライカ２３と係合して（図３）、リアドア３を閉じ位置で固定する。
【００１８】
　上端ブラケット１２には、また、内側ブラケット要素１５の上方部分に、シートベルト
２５のショルダーアンカ２６を固定するためのアンカブラケット２７をボルト止めするた
めの座２８が形成されている（図５）。
【００１９】
　上端ブラケット１２は、また、その下方部分に、内外のブラケット要素１５、１６が共
同してインパクトバー本体５の上端部を受け入れる縦穴３０（図４）を有し、この縦穴３
０は、インパクトバー本体５の径に適合する径となるように、外側ブラケット要素１６の
下方部分にプレス成形により形作られた略半円形断面の縦溝３１と、内側ブラケット要素
１５の下方部分にプレス成形により形作られた略半円形断面の縦溝３２とで構成されてい
る。インパクトバー本体５の上端部は、内側ブラケット要素１５の縦溝３２に受け入れら
れた状態で溶接により固着される。また、外側ブラケット要素１６に対しては、その下に
形成したスリット３３の部分で溶接されている。
【００２０】
　下端ブラケット１３は、インパクトバー本体５の下端部に対して車体内方側に位置する
一つの部材からなり、この下端ブラケット１３には略半円形断面の縦溝３５がプレス成形
により形作られている。インパクトバー本体５の下端部は、下端ブラケット１３の縦溝３
５に受け入れられた状態で溶接により固着される。
【００２１】
　下端ブラケット１３は、リアドア３の下端面に沿って略Ｌ字状に屈曲した形状を有する
ロアラッチレインフォースメント４０及びインナーパネル１１にリベットＲ及びボルトＢ
を介して締結される（図９）。
【００２２】
　ロアラッチレインフォースメント４０は、その車体外方に位置する立ち上がりフランジ
４２を有し、この立ち上がりフランジ４２は縦レインフォースメント６の下端にリベット
Ｒを介して締結される（図５）。
【００２３】
　ロアラッチレインフォースメント４０の底面には、ドアロック要素であるロアラッチ４
５（図３、図５）が取り付けられ、このロアラッチ４５は、リアドア３を閉じたときに、
車体側部材を構成するサイドシェル４６にボルト止めされたロアストライカ４７と係合し
て（図３）、リアドア３を閉じ位置で固定する。
【００２４】
　ロアラッチレインフォースメント４０の車体内方側の縦フランジ４８は、その大部分が
下端ブラケット１３と重なり合い、この重なり合った部分に一対のキャッチャピン４９が
ボルト止めされる（図５、図１０）。この一対のキャッチャピン４９は、リアドア３と閉
じると、サイドシェル４６の車体前後方向に離間した一対の位置決め穴５０（図３）に中
に侵入して、側面衝突時のリアドア３の変位を規制する。
【００２５】
　センターブラケット１４は、インパクトバー本体５の上下方向中央部分に配置され、こ
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のインパクトバー本体５の中央部分に対して車体内方側に位置する一つの部材からなる。
センターブラケット１４には略半円形断面の縦溝５０がプレス成形により形作られており
、インパクトバー本体５は、センターブラケット１４の縦溝５０に受け入れられた状態で
溶接により固着される。
【００２６】
　センターブラケット１４は、インナーパネル１１と縦レインフォースメント６との間に
亘って延びる形状を有し、この外端と内端とにそれぞれフランジ５１、５２が形成されて
いる。センターブラケット１４の外側フランジ５１は、リベットＲを介して縦レインフォ
ースメント６に締結され、他方、内側フランジ５２は、リベットＲ及びボルトＢを用いて
インナーパネル１１に固定されている。
【００２７】
　インナーパネル１１には、下端ブラケット１３とセンターブラケット１４との間に開口
５６が形成され、この開口５６はシートベルトリトラクタ取付用の穴を構成する。すなわ
ち、図５から理解できるように、シートベルト部材であるシートベルトリトラクタ６０は
ブラケット６１に取付られており、このリトラクタ用ブラケット６１は上下方向に延びる
形状を有する。このブラケット６１の上端と下端には、ボトル挿通穴６２（下端ボルト挿
通穴は図示の関係上現れていない）が形成され、この上下のボルト挿通穴６２を通る上下
のボルトＢを用いて、センターブラケット１４と下端ブラケット１３とに固定される。つ
まり、特に図５を参照すると良く理解できるように、上方ボルトＢを受け入れる一対のボ
ルト挿通穴６６がセンターブラケット１４の上端に形成され、また、下方ボルトＢを受け
入れるボルト挿通穴６７が下端ブラケット１３の上端に形成されている。
【００２８】
　以上の構成により、インパクトバー本体５は、上端ブラケット１２及び下端ブラケット
１３と一体となって実質的に側面衝突に対する車体補強部材を構成する。そして、上端ブ
ラケット１２は、その上端部分が、図３から理解できるように、上側の車体側部材を構成
するルーフサイドレール２２とオーバーラップしている。図３の参照符号Ｈ１は、上端ブ
ラケット１２とルーフサイドレール２２とのオーバーラップ部分の高さを示す。また、イ
ンパクトバー本体５の下端は、下側の車体側部材を構成するサイドシェル４６とオーバー
ラップする位置まで下方に延びている。図３の参照符号Ｈ２は、インパクトバー本体５と
サイドシェル４６とのオーバーラップ部分の高さを示す。
【００２９】
　このように、インパクトバー本体５は、実質的に、車体強度部材であるルーフサイドレ
ール２２及びサイドシェル４６にオーバーラップしているため、車体側部に加わる衝撃に
対する車体側部の強度を効果的に確保することができる。
【００３０】
　また、このインパクトバー本体５の実質的な構成要素である上端ブラケット１２にアッ
パラッチ１８やシートベルトのショルダーアンカ２６を取り付けるようにしてあるため、
これらドア機能部品のための補強部材を新たに用意する必要はない。同様に、インパクト
バー本体５の下端に設けられて、このインパクトバー本体５の実質的な構成要素を成すセ
ンターブラケット１４、下端ブラケット１３、シートベルトリトラクタ用ブラケット及び
ロアラッチレインフォースメント４０に、シートベルトリトラクタ６０、キャッチャピン
４９やロアラッチ４５を取り付けるようにしてあるため、これらドア機能部品のための補
強部材を用意する必要はない。
【００３１】
　上述したリアドア３は、インナーパネル１１などがアルミニウム材で作られ、また、イ
ンパクトバー本体５が高張力鋼から作られ、各種ブラケット１２などが鉄系材で作られて
いるため、塗装工程（塗装の乾燥工程）での熱による熱膨張差に基づく相対変位を吸収す
るために、ホワイトボディーの段階では、リベットＲで関連する部材を互いに連結し、ま
た、ボルトＢを緩めた状態にしておき、その後、塗装が完了した段階で、ボルトＢを締め
付けることにより、これに関連する部材を固定するのが好ましい。
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【００３２】
　また、図４などから分かるように、インパクトバー本体５に湾曲した形状を与えた場合
、インパクトバー本体５の曲がり度合いの固体差を吸収するために、下端ブラケット１３
、センターブラケット１４に設けた縦溝３５、５０の深さを、インパクトバー本体５の径
よりも大きく設定するのが好ましい。
【００３３】
　以上、本発明の好ましい実施例を図面を参照して説明したが、本発明はこれに限定され
るものではない。例えば、インパクトバー本体５をリアドア３の前端部分に配置したが、
これに代えて又はこれと共に、フロントドア２の後端部分にインパクトバー本体５を配置
するようにしてもよい。また、インパクトバー本体５に加えて、リアドア３やフロントド
ア２に車体前後方向に延びるインパクトバーを設けるようにしてもよい。
【００３４】
　また、観音開きのサイドドアに本発明を適用した例を説明したが、本発明は、リアドア
３が、車体に沿って前後するスライドドア或いはリアドアが上方に向けて開く跳ね上げタ
イプのドアであっても好適に適用することができる。
【００３５】
　更に、上記の実施例では、インパクトバー部材Ａは、ルーフサイドレール２２とサイド
シェル４６とにオーバーラップさせているが、そのいずれか一方にだけオーバーラップさ
せるようにしてもよい。その際には、オーバーラップしない側は、ドアロック部材で衝撃
に対する強度を確保することになる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明のドア構造を適用した車両の部分側面図である。
【図２】図１の車両に搭載されたドアを抽出すると共に、アウターパネルを取り外した状
態のリアドアの概要を示す説明図である。
【図３】図１のIII－III線に沿って切断した断面図である。
【図４】縦インパクトバー及びこれに関連した各種ブラケットを分解して示す斜視図であ
る。
【図５】リアドアの前端部分の内部構造及びリアドアに取り付けられる機能部品の取付を
説明するための図である。
【図６】図３のVI－VI線に沿って切断した断面図である。
【図７】図３のVII－VII線に沿って切断した断面図である。
【図８】図３のVIII－VIII線に沿って切断した断面図である。
【図９】図３のIX－IX線に沿って切断した断面図である。
【図１０】図３のＸ－Ｘ線に沿って切断した断面図である。
【符号の説明】
【００３７】
　　　　１　　　車両
　　　　２　　　フロントドア
　　　　３　　　リアドア
　　　　５　　　インパクトバー本体
　　　１２　　　上端ブラケット
　　　１３　　　下端ブラケット（第１ブラケット）
　　　１４　　　センターブラケット
　　　２２　　　ルーフサイドレール
　　　２６　　　シートベルトのショルダーアンカ
　　　２７　　　アンカブラケット
　　　２８　　　アンカブラケット取付座
　　　４０　　　ロアラッチレインフォースメント（第２ブラケット）
　　　４５　　　ロアラッチ（ドアロック部材）
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　　　４６　　　サイドシェル
　　　４９　　　キャッチャピン
　　　６１　　　シートベルトリトラクタ用ブラケット
　　　　Ａ　　　インパクトバー部材
　　　　Ｂ　　　ボルトとナットの組み合わせ
　　　　Ｒ　　　リベット

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】
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